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21世紀� 広告特集�企画・制作　朝日新聞社広告局�

新しい世紀にふさわしい、新しい価値観が誕生しています。�

それらは、企業のビジョンとして、商品やサービスのブランドとして、�

テクノロジーのキーワードとしてなど、さまざまな言葉で提示されています。�

こうした「Key Word」を手掛かりに、私たちの21世紀を読み解いていきます。�

私たちは、ウェアラブル環境情報ネット推進機構（NPO法人WIN）の活動を応援しています�

現在、東京大学大学院新領域創
成科学研究科　環境学専攻教授。
2000年８月に、研究開発型のNPO
法人WINを設立し、国立大学教授
としては初のNPO理事長に就任。
精密工学会賞、同論文賞、同蓮沼賞、
日本時計学会賞などを受賞。『ネイ
チャーインタフェイス』誌総監修。�

WINの活動は２１世紀が直面する社会の諸問題を

解決するための「社会技術」を実現する社学連携体です。

「自然」・「本質」（nature）と「人間」の界面であるネイ

チャーインタフェイスを主題とし、センサーネットワーク

技術を駆使して地球環境や人間の健康、人工物の

故障予知などへのソリューションを目標としています。�

板生 清氏�
いた   お　 きよし�

ネイチャーインタフェイスの世界を拓き�
社会と技術を結びつける、研究開発型NPO法人WIN

ご意見をお寄せいただいた方の中から�
抽選で100名様に「ネイチャーインタフェイス」�
最新号（16号）をプレゼントいたします。�
特集「快適さとヒューマンインタフェイス」、巻頭対談「北川正恭×板生清」�

■応募方法　郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、
職業、電話番号、ウェアラブルに関するご意見を明記の上、
官製はがきかFAXにて下記あて先までご応募ください。インター
ネットでも受け付けます。�

ウェアラブルの技術を社会へ�

「ウェアラブル環境情報ネット推進機構」�

装着型ITシステム＝ウェアラブル�

�

※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます（広告主提供）。�

■締め切り　2003年8月23日（土）当日消印有効�

【 は が き 】�
�
【 F A X 】�
【インターネット】�

〒104-8665 東京京橋局私書箱303�
朝日新聞東京本社広告局『ウェアラブル』係�

03-5972-6634（『ウェアラブル』係と明記してください）�
http://www.asahi.com/e-post/�

�

すでに実用されている�

“空飛ぶ携帯電話”�

〒100-0005 東京都千代田区丸の内2-6-2 丸ノ内八重洲ビル527

特定非営利活動法人 �
ウェアラブル環境情報ネット推進機構�

http://www.npowin.org/

プレホスピタル・ケアを可能にする�

“ウェアラブル健康情報システム”の開発�

ひら�

�

�

　コンピュータが発明されて半世紀。コンピュータ

は集積技術の進展とともに、近年は手のひらサイズ

から装着できるサイズにまで小さくなってきています。

さらに最近では、薄いディスプレー

などを組み込んだ服が実用レベ

ルになってきました（右写真／

ウェアラブルメディア）。�

　“ウェアラブル”の語源は

「身につける」を表す

単語、ウェア（wear）に、「可能な」という意味を

もつエイブル（able）を合わせたもの。�

　すでに人間のみならず、動物や人工物にまでも

その技術を応用し、実社会に役立てる試みが始まり、

これまで夢見こそすれ、実現は不可能と思われてい

たことが次 と々実現できる時代になってきました。�

�

�

�

　すでに私たちの生活に少しずつ浸透し始めて

いるウェアラブルの技術ですが、それは驚くほど

さまざまな方面で活用されています。�

　たとえば、PHSをカラスに取り付けて、その生態

や巣の分布状況を調査・研究する試み。都会に

おけるカラスのゴミ荒らしが深刻な問題になっ

ているなかで、その解決法を探るべく、このウェ

アラブルが使われているのです。�

　また、物流の世界にもウェアラブルによる革命が

もたらされつつあります。運搬される荷物の台となり、

物流には欠かせないものであるパレット。それに

PHSを装着することで、これまで行き先不明になり

がちだった荷物の所在地の確認や、パレットが運ぶ

商品の流れを追跡することが可能となっているのです。�

�

�

�

　さらにウェアラブルは、医療の分野にも革命を

おこしつつあります。�

　現在の医療は、病気になってから病院に行くと

いうのが通常ですが、それから手術をしても完治まで

に時間がかかったり、すでに手遅れで命を落として

しまう場合もあるのが現状。しかしたとえば、私たち

が身につけた指輪型のウェアラブル・センサーが、

脈拍や血液中の酸素濃度などをつねに測定し、

これらを24時間無線で医療機関に送信してくれれば、

異常があった際に適切な処置を受けることが可能と

なります。また、120万人ともいわれる老人痴ほう症

の予知もウェアラブルで開発中です。このように

ウェアラブルは、体調変化の予兆をとらえ早期治療

を行うための医療・健康システムを構築し、病気

予備軍、高齢者、在宅患者の健康と安全を守る

プレホスピタル・ケアの充実も可能にするのです。�

�

�

�

　このようなウェアラブル技術とインターネット技

術を用いて社会のニーズに奉仕するために設立

されたのが「ウェアラブル環境情報ネット推進

機構（WIN）」です。�

　東京大学をはじめ、国内外の14大学に在籍す

る研究者やエレクトロニクス・情報分野の企業

60社などが参加しているWIN。ウェアラブルに関

する技術・開発のなかでも特に、人間の健康・福祉

の向上と環境の保全への貢献を目指しています。�

　産業だけでなく社会への奉仕を目指す「社学連携」

「社会技術」の実現に向けた研究活動が日々行われ、

2003年７月現在には13のプロジェクトが活動中

です。主なテーマは物流IT、ウェアラブル・ファッ

ションIT、環境IT、農業IT、安心・安全ITです。�

　こうした活動成果は、隔月開催の研究会や

隔月発行の雑誌『ネイチャーインタフェイス』

などによっても広く世に発表されています。

（『ネイチャーインタフェイス』W e b 版 U R L  

h t tp : / /www.nature in ter face.com/）。また、

丸の内で環境プランナー養成講座も開催してい

ます。さらにWIN内に設立した環境プランニング

学会と、環境技術評価の面で連携を図っています。�

　今後は民間及び行政からの研究開発資

金を獲得し、100人規模の研究員、100億

円規模の研究費を擁する日本発国際的

NPOへの成長を目指すWIN。ウェアラブル・

インフォメーション・ネットワークの技術を

社会に還元し、人間を含めたすべての

生物にとって住みやすい環境

の実現に貢献する。

WINの活動は、科学技

術と社会を結びつけるフロ

ンティアとしての役割を担っ

ているのです。�


